
地

域

月

齢

熊
本
県

満
四
月

大
分
県

満
四
月

宮
崎
県

満
四
月

鹿
児
島
県

満
四
月

平成™™年œ月˜™日 水曜日 第œš— 号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
九
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
生
態
系
農
業
協
会
が
認
定
に
関
す
る
業
務
を
行
う

事
業
所
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日
を
も
っ

て
そ
の
所
在
地
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

変
更
前
の
事
業
所
の

所
在
地

変
更
後
の
事
業
所
の

所
在
地

東
京
都
江
戸
川
区
北
葛
西

四
丁
目
一
三
番
一
七
号

東
京
都
港
区
東
新
橋
二
丁
目

十
番
十
号
東
新
橋
ビ
ル
二
階

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
四
十
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
認
定
機
関

か
ら
登
録
の
更
新
の
申
請
が
登
録
の
有
効
期
間
の
満
了
の

日
の
六
月
前
ま
で
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
旨
を

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日

第
八
十
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

社
団
法
人
京
都
府
畜
産
振
興
協
会

京
都
府
京
都
市

南
区
東
九
条
西
山
王
町
一
番
地

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

地
鶏
肉

四

登
録
の
有
効
期
間
満
了
日

平
成
二
十
二
年
十
月
十
九
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
八
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
団
法
人
奈
良
県
植

物
防
疫
協
会
が
認
定
に
関
す
る
業
務
を
行
う
事
業
所
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
そ
の
所
在
地

を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

変
更
前
の
事
業
所
の

所
在
地

変
更
後
の
事
業
所
の

所
在
地

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町

三
十
番
地

奈
良
県
橿
原
市
四
条
町
八
十

八
番
地

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
一
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
登
録
試
験
機
関
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法

第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

\

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

]

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

11

^

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

_

住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
一
番
地

`

代
表
者
の
氏
名

佐
々
木
泰
介

a

登
録
の
区
分

平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
二
十
二
号
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
区
分

b

試
験
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
十
二
番
二
号

c

試
験
員
の
氏
名

芳
村

学
、
源
栄

正
人
、
緑
川

光
正
、
倉
本

洋
、
島
Ä

和
司
、
陶
器

浩
一
、大
森

博
司
、

堤

和
敏
、
林
原
光
司
郎

d

役
員
の
氏
名

佐
々
木
泰
介
、
鈴
木

雅
幸
、
Ä
山

一
茂
、
吉
村

正
道
、
小
出

雄
之
、
川
越

茂
幸
、永
井

明
、

チ
ェ
ン
ヨ
ッ
ト
タ
ン
、
天
木

豊

e

試
験
の
業
務
を
行
う
部
門
の
専
任
の
管
理
者
の
氏
名

川
越

茂
幸

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
一
号
）第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
登
録
を
し
た
の

で
、
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

\

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
十
四
日

]

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

26

^

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社

ジ
ェ
イ
・
イ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

_

住
所

広
島
県
広
島
市
中
区
小
町
二
番
三
十
号

`

代
表
者
の
氏
名

石
山

講

a

登
録
の
区
分

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条

第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
住
宅
の
種

別
に
係
る
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
号
）
第
九

条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
区
分

b

評
価
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

広
島
県
広
島
市
中
区
小
町
二
番
三
十
号

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
九
番
十
二
号

北
海
道
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

広
島
県
呉
市
西
中
央
一
丁
目
四
番
十
九
号

c

法
第
十
三
条
の
評
価
員
の
氏
名

山
手

拓
、
新
宅

快
野
、
早
水

文
子
、
続
木

英
二
、
佐
東

政
明
、
Ë
口

憲
之
、相
本

美
子
、

本
田

実
、
野
間

善
治
、
長
谷
部
章
則
、
井
内
絵

美
子
、
角
田

宗
士
、
由
良

健
一
、
山
形

邦
男
、

永
野

利
雄
、
豊
田

充

d

役
員
の
氏
名

石
山

講
、
本
田

実
、
新
宅

快
野
、
原
本

修
二
、
野
間

善
治
、
森

郁
雄
、
谷
川

行
男

e

評
価
の
業
務
を
行
う
部
門
の
専
任
の
管
理
者
の
氏
名

原
本

修
二
、
野
間

善
治

Ĉ

評
価
の
業
務
を
行
う
区
域

日
本
全
域
（
東
京
都
、
新
潟
県
及
び
沖
縄
県
の
島
嶼

部
を
除
く
）

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
三
十
四
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
七
号

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
七
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
地
域
及
び
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
月
齢
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
施
行
令
附
則
第
四
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
地
域
は
、
次
の
表
の
地
域
の

欄
に
掲
げ
る
地
域
と
し
、
当
該
地
域
に
係
る
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
月
齢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
月
齢
の
欄

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六

年
政
令
第
百
六
十
号
）第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七

十
二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定

に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定

め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

附
則
第
三
項
の
表
二
の
項
中
「
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」

を「
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」に
、同
表
三
の
ロ
の
項
中「
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、
同
表

四
の
項
中
「
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
締
結

す
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法

律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特

別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第

二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約

（
以
下
単
に
「
契
約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

Ÿ
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